
　　　・医療機関 2 (8.0%)

　　　・介護機関 20 (80.0%)

　　　・教育機関 0 (0.0%)

　　　・その他 3 (12.0%)

　合計 25 (100.0%)

２．　現在，従事されている職種をお聞かせください。

　　　・医師 0 (0.0%)

　　　・歯科医師 0 (0.0%)

　　　・薬剤師 0 (0.0%)

　　　・保健師 6 (11.8%)

　　　・看護師 2 (3.9%)

　　　・ケアマネジャー 28 (54.9%)

　　　・相談員 1 (2.0%)

　　　・介護職員 7 (13.7%)

　　　・歯科衛生士 0 (0.0%)

　　　・栄養士 0 (0.0%)

　　　・リハビリスタッフ 3 (5.9%)

　　　・柔道整復師 0 (0.0%)

　　　・鍼灸師・マッサージ師 0 (0.0%)

　　　・福祉用具関連 0 (0.0%)

　　　・事務員 1 (2.0%)

　　　・教員 0 (0.0%)

　　　・学生 0 (0.0%)

　　　・その他 3 (5.9%)

　合計 51 (100.0%)

 令和５度　ほくと・ななえ 医療・介護連携多職種研修会

「訪問看護の機能と役割」

アンケート集計結果

ｎ＝25 （回収率54.3 ％）

１．　所属機関をお聞かせください。（複数回答可）

【北斗市・七飯町】

　社会福祉士 2名・施設長　  1名・



３．　今回の研修はいかがでしたか？

　　　・よかった 24 (96.0%)

　　　・どちらともいえない 1 (4.0%)

　　　・よくなかった 0 (0.0%)

　　　・無回答 0 (0.0%)

　【ご意見等】
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４．　研修会の希望について

・

　*多数同意見あり，まとめて掲載しております。

異職種（金融機関やスーパーなど）の連携

【医療機関】

＜保健師＞

実際に訪問看護を利用した家族の事例が印象に残りました。

＜ケアマネジャー＞

関係者でも訪問看護事業所との連携の取り方を具体的に示されており参考になると感じた。

医療の訪問看護と介護の訪問看護の使い分けや利用状況が分かりやすかった。

＜保健師＞

改めて訪問看護の重要性を認識致しました。他職種協働で患者さんを支えるために今後も邁進していこうと再認識し
ました。ありがとうございました。

介護支援専門員に方々にはわかりやすい内容だったと思います。

＜介護職員＞

訪問看護とはよく連携する機会があるため、機能と役割について理解することは、より良い連携をするために役立つ
ものと思われます。

【医療機関】

ご家族の体調に不安を感じながら介護をしている方がいます。いまいちど訪問看護の役割を説明しご本人、ご家族が
安心して自宅での生活が送れるよう支援していきたいと思います。

最近は訪問看護の利用が多くなっています。その中で病院外来医師との疎通に考えさせられることが多々あります。
忙しい診療の中でしょうが在宅の介護の現場に理解をお願いしたいと感じています。訪問看護の方々には大変お世話
になっています。


訪問看護さん、在宅生活の特に終末期においてはなくてはならない存在です。利用者さんやご家族さんにとっても訪
問看護さんは絶対的安心の方ですが、介護あがりのケアマネージャー（私）からすると私自身も訪問看護さんがいる
ことで安心します。心身共に大変なお仕事ではありますが、ケアマネージャーはＡＩになっても、訪問看護さんはＡ
Ｉにならず、この先ずっといてもらいたい存在です。

もちろん勉強にもなりましたが、心温まる研修でした。

ありがとうございました。

【介護機関】

研修の開催方法として新型コロナのような感染症の流行によりオンライン研修という話が冒頭にありましたが、個人
的には大半の研修はオンラインで十分に学びを得ることができるとおもっています。直接行って参加する研修であれ
ば日中の就業時間内に行うべきだと思いますし、時間外に行うのであればオンラインが良いと思います。この地域の
医療、介護業界の研修が土日や夜の時間帯が多すぎると思います。

当方は、訪問看護サービスの重要性を理解した上で、担当件数の２人に１人は位置づけております。今後、在宅生活
を継続されるご利用者が多くなると思われるので、医療関係者との連携を今回の研修を参考にして更に深めていきた
いと思いました。


退院支援室の看護師さんにはいつもお世話になっていましたが、現在、在宅療養中の利用者様に訪問看護サービスが
医療保険にて介入していますが退院時にすでに介入をしていたため一度も面談することなく過ごしていました。これ
からは積極的に連携をしていきたいと思っています。




・

・

・

・

・

・

・

・

・ ご質問は，ございませんでした。

ご協力ありがとうございました。

介入の必要性があるが、サービス利用（訪問看護など）を拒否しているケースへの対応方法等について


自治体と医療機関の連携体制について

＜看護師＞

多職種連携、他の職種の活動等

【介護機関】

＜ケアマネジャー＞

同様の内容に併せてケアマネジャーとの連携に関する事

インフォーマルサービスの紹介と活用について伺いたいです。


地域（町内会など）連携の事例など

５．　質問　　　　　　

＜介護職員＞

訪問介護の機能と役割を、看護師側にわかっていただくことで、双方の理解が深まるのではないかと思いました。
訪問看護の一部では、訪問介護のことを理解されていないと感じることがあります。

＜施設長＞

いろいろな困難事例についての研修


